　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）１４　発行日：Mon. June 22nd. 1998  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　  　 完了形とは？


　中学３年生では「現在完了形」というものを学習しています。高校英語になると，同じ
「完了形」でも，「過去完了形」「未来完了形」というものが登場してきます。ここでは
それらの基本となる『完了形』というものがどのような状況・場面で用いられるかを検討
してゆきます。それが理解できれば，「過去－」や「未来－」というものの理解が容易に
なってくるはずです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ
　　　　　　
①　完了形－２点を結ぶ時空
　以下の時間直線を見てください。仮にＡ点を「過去」，Ｂ点を「現在」としてみます。
　　　　　　　　　　　　Ａ(I knew him.) 　　Ｂ(I know him.)

●

○














　　　　　　　　　　　　　　　　完了形
　Ａ点（３年前）で「彼と知り合いになった」ことを表す英語は，次のようになります。
　⒜Ｉ　ｋｎｅｗ　ｈｉｍ　ｔｈｒｅｅ　ｄａｙｓ　ａｇｏ．
　Ｂ点（今）でも「彼を知っている」ことを表す英語は次のようになります。
　⒝Ｉ　ｋｎｏｗ　ｈｉｍ　ｎｏｗ．
　このように，時間直線の上で，単なる「点」で表されることを表現する場合には，現在
形，もしくは過去形を用います。
　それに対して，「２点を結ぶ時空」を表現する場合に用いられる表現が「完了形」です。
時間の流れからして，上記の場合，基準となる時は『現在』です。『現在』を基準とした
「完了形」で表現すると，以下のようになります。
⒞　Ｉ　ｈａｖｅ　ｋｎｏｗｎ　ｈｉｍ　ｆｏｒ　ｔｈｒｅｅ　ｙｅａｒｓ．
　（彼とは３年来のお付き合いです）
●「完了形」は２点を結ぶ時間で表される時空を表現することが出来ますが，大切なこと
　は，その２点のうち，どちらの点を基準とするのか，ということです。
　時間直線上では左から右へと時間は流れてゆきます。過ぎ去ったこと（Ｂ点）を基準に
するのではなく，新しい時間（Ａ点）を基準にするということです。
　「基準となる時」がいろいろ変化することにより，「完了形」で表される時間の幅が，
さまざまに変化するのです。
　　　　　　過　去　　　現　在　　　未　来

●

●

●






















 「過去」を基準とした「完了形」（１６号）
 「現在」を基準とした「完了形」（１５号）
 「未来」を基準とした「完了形」（１７号）












































②　「完了形」で注意すべき語句
　一般に「完了形の意味は？」に対して，「完了・結果」「経験」「継続」などという用
語があげられます。しかし，「ｈａｖｅ＋過去分詞形」にそのような「意味」があるので
はなく，以下のような語句が完了形の文中に用いられた場合に，文全体として以上のよう
な意味で考えると分かりやすいということなのです。
　◎「完了・結果」－ｊｕｓｔ，ａｌｒｅａｄｙ，ｙｅｔ，ｅｔｃ．
　◎「経験」－ｅｖｅｒ，ｎｅｖｅｒ，回数を表す副詞（ｏｎｃｅ，ｔｗｉｃｅ，．）
　◎「継続」－①ｆｏｒ＋期間，　②ｓｉｎｃｅ＋事の起点
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｏ（ｔｈａｔ節）
　「目的語（Ｏ）」を２つとる場合，それらの目的語の種類と語順は次のようになりまし
た。
　　　　「間接目的語（一般に人間）」＋「直接目的語（一般に人間以外）」
　簡単な例で復習しておきましょう。
⒟　Ｉ　ｇａｖｅ　ｈｉｍ　ａ　ｗａｔｃｈ．（彼に時計をあげた）
⒠　Ｈｅ　ａｓｋｅｄ　ｍｅ　ｓｏｍｅ　ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ．（彼は私に質問をした）
　ｔｈａｔ節が目的語になる例は中学３年生で登場しています。
⒡　Ｉ　ｔｈｉｎｋ　ｔｈａｔ　ｈｅ　ｉｓ　ｒｉｇｈｔ．（彼は正しいと思う）
　このｔｈａｔ節は「名詞の働き」をするのですから，目的語を２つとる文型（第４文型）
にも用いることが可能なのです。　　　　　　　　
⒢ How could he tell his eight kids that he couldn't take them to the circus ?
　（どうして８人の子供たちにサーカスには連れて行けないなんて言えるだろうか）
　親子で学ぶ　　　　　　　　　　　　　紙上・カルチャースクール
　　英　　　　語　　    教　　    室　　  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　発行所：共立二高・第一学年
　　　　　　　　　　　            　　　　　　　編集長：松ヶ枝　孝之
　　　　　　　　　　　　（高校編）１５　発行日：Mon. June 22nd. 1998  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　現在・完了形


　前号では「完了形」というものの考え方について，簡単に復習しておきました。２点を
結ぶ時間の幅を「完了形」（形はｈａｖｅ＋過去分詞形）で表現するということ。さらに
時間直線上の，右側の点を「基準とする時」と考える，ということも付け加えておきまし
た。
　今回はこれらの「基準とする時」の中で，『現在』を「基準とする時」と考えられる形，
すなわち「現在完了形」について改めて復習をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（現在完了形）
　　　
⑴　「現在完了形」＝「現在」「完了形」
　中学３年生では「現在完了形」という用語を提示され，説明がなされてきました。高校
英語を理解するには，「現在」と「完了形」とを分けて考える必要があります。そのため
に前号の理解が必要になります。完了形の意味と関連させながら１つずつ検討しておきま
しょう。　時間直線で考えます。
①完了・結果
　　　　　　　Ａ（過去）　　　　Ｂ（現在）


●

○

 　　　　　　　　　　　









　　　　本を読み始めた。

⇨読み終えた。





○Ａの時に読み始めた本が，Ｂの時に終了（完了）したことは以下のように表現します。
⒜　Ｉ　ｈａｖｅ　ｆｉｎｉｓｈｅｄ　ｒｅａｄｉｎｇ　ｔｈｅ　ｂｏｏｋ．
　　（その本を読み終えたところです）
　
②継続
　　　　　　　Ａ（３日前）　　　Ｂ（現在）


●

○











　　　　雨が降り始めた。

⇨まだ降っている。





○Ａの時に降り始めた雨が，Ｂの時まで降り続いている〔継続〕ことを表す場合は，
⒝　Ｉｔ　ｈａｓ　ｒａｉｎｅｄ　ｆｏｒ　ｔｈｒｅｅ　ｄａｙｓ．
〔注意〕
　⒝のように単純な「完了形」はニュアンスとして「雨はもう止む状態である」ことを示
します。しかし激しく降っていて，これからも暫く降り続きそうだ，というように，更に
継続する様相である場合には，完了形に進行形を加えます。
⒝’Ｉｔ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ　ｒａｉｎｉｎｇ　ｆｏｒ　ｔｈｒｅｅ　ｄａｙｓ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③経験
　　　　　　　Ａ（過去）　　　　Ｂ（現在）

●

○










　　　　　　　京都に行った　　　その思い出がある
　修学旅行で京都に行きました。楽しい思い出が今でも残っています。「京都に行ったこ
とがあるよ，というのは，
⒞　Ｉ　ｈａｖｅ　（ｅｖｅｒ）　ｂｅｅｎ　ｔｏ　Ｋｙｏｔｏ．
　　（京都に行ったことがある）
〔注意〕
　京都に行った，からといって，Ｉ　ｈａｖｅ　ｇｏｎｅ　ｔｏ　Ｋｙｏｔｏ．とすると
「京都に行ってしまって，（その結果）今はいない」という意味になりましたね。
⑵　まとめ
●以上の３つの例は，いずれも「現在」という時を基準として，過去に起きた事柄が何ら
かの形で「現在」とのつながりをもっている，という考え方を今一度ご理解下さい。
　　　
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）
●ｅｎｏｕｇｈ　＋　名詞　＋　ｔｏ～　
　直訳すると「～するのに十分な

」となります。　　





ｅｎｏｕｇｈ〔ｴ ナッﾌ 〕という単語を辞書で引くと「十分（な）」という意味が掲載さ
れています。この日本語を見るとどのような印象を持ちますか？ものすごくたくさんある
という印象ではないでしょうか。しかし英語では『程度』を表しているに過ぎないのです。
ですから，「ｅｎｏｕｇｈ　＋　名詞」では「ある程度の　名詞」というくらいの意味で
しかないのです。この場合には「どの程度」かを示す語句が不定詞として続いています。
すなわち，⒟の表現は⒠の意味で理解する必要があるのです。
⒟「ｅｎｏｕｇｈ　＋　名詞　＋　ｔｏ～」
⒠「～するほどの　名詞」
　教科書中の英文の意味を確認しておきましょう。　　
⒡　The man didn't have enough money to take his kids to the circus.
　（その男性は子供たちをサーカスに連れて行けるほどのお金を持っていませんでした。）
